
「耐震構造の人間
関係」形成に向け
て学生の地域参加
を進める事業

令和6年度学生地域アクションプラン助成事業

阪神・淡路大震災 30年記念講演会
「生きてこそ～ 1 . 1 7を忘れない～」
阪神・淡路大震災発災から30年を迎えるにあたり、灘区民ホールで
講演会を開催しました。講師に、震災で娘の志乃さん（当時神戸大
学発達科学部2年生）を亡くされた、上野政志さんをお招きし、震災
当時や現在までの思いなどをお話しいただきました。
当日は会場、オンラインで52名の方に参加していただきまし
た。高校生、大学生、社会人と幅広い年代の方がいらっしゃ
いました。また、灘区内にお住まいの方はもちろん、東北地
方の方にも多くご参加いただきました。
参加者でおこなったグループワークでは、震災当時の経験や語り継
ぐ難しさ、それぞれの思いなどについて話し合われました。

水道筋えびすひろば
神戸市灘区にある水道筋商店街にご協力をいただき、商店街
内で休憩所の運営をさせていただきました。夏には冷茶を配
布しました。また、1月18日には阪神・淡路大震災当時の写真
を展示しました。買い物に来た方たちは足を止め、当時のお
話をしてくださることもたいへん多くいらっしゃいました。
〈1月18日地域の方の声〉
・都賀川で水を汲んだ
・稗田小学校の横の川から水を汲んだ。当時は道から川の底
までが今より浅かった
・山(六甲山)から水がちょろちょろ湧いてると聞いて、くみに
いった
・犬も3匹くらい一緒に避難してた。夜になるとくぅーんと鳴
く。しょうがないなとなって、中に入れて布団で一緒に寝て
た。夜、「静かにしなさい、追い出されるよ！」という声が聞
こえて、子どもが叱られてるのかと思ったら、飼い主が犬を
叱ってた。このワンちゃん(展示してた写真に写ってる柴犬)に
似てた。もう30年経ったから、あのワンちゃんももう亡くな
ってるかな。

神戸大学学生震災救援隊
1995年1月、阪神・淡路大震災の救援活動を目的に結成。ま
ちに潜む課題に取り組むこと、災害に強い地域の横のつなが
り（耐震構造の人間関係）をつくることを掲げ、灘・神戸で
の地域活動と全国の被災地での支援活動に取り組んできまし
た。


